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本装置は日本電信電

発された装置であり,

話番号,度数計の動き,

印刷機

公社技師長宅のご指導により∩動電話交検甜こおける加入者度数計の監査機として開

箭交換上の各位問題を処理する目的で加入者の通話のつど通 時間,相手加入者の

共同加入の区別などを日動的に記録する｡本稿でほ装置の概要,特に新しく開発した

,継電器回路の内容および特性について報告する｡

l.緒

都市周辺の市外通話は帯域時間登算装置の採用により加入者が直

接ダイヤルすることによって相手加入者へ接続のできる日動交換へ

急速に移行しつつある｡このような市外通話の料金ほ,通話時間と

距離に応じた複数登算パルスにより回転された度数計に ホされる

ので,度数計の動作を自動的に監査できる装置があれば,加入一着と

の間の通話料金に関する意見の相異を始め交換上の問題を処理する

上に非常に便利である｡

34弓･略監査装置はこのような目的で度数計監査機として 作さ

れたもので,監査を行なおうとする加入者回線または中継線ごとに

設置して,該当回線ごとの通話料金に関する資料およびトラフィッ

クデータをうる装置である｡本装置と同様の目的で,昭和32年自動

川1時通話監査装置(1〉を 作し東京千代田電話局に納入したが,その

後さらに小形低廉化するために方式回路に検 を加え,使用リレー

数を削減すると同時に記録機構についてほ新しく自動的に印字され

るプリンタを開発して初期の目的を

大要を説明する｡

成することができたのでその

2.設 計 方 針

2.1監査機としての条件

本装置は加入者回線または中継鍛ごとに設置して一通話ごとの諸

情報を自動記録し,度数計を始めとする 金装置および同線の良否

を判別する資料を作成する｡したがって被監査回線の所在に応じて

該当電話局のMDF,IDFまたほTDFなどの配線盤の近くへ本

装置を移動し簡単に接続できることが望ましく,本装鍔をそう入し

たことにより被監査同線にはなんらの影響を及ぼさないよう入力イ

ソピーダンスを十分高くすることを考 しなくてはならない｡また

加入者回線あるいは中継線路のあらゆる状態で,しかも加入者の誤

操作,ダイヤルパルスのひずみに対しても確実に動作し,

生起する該当加入者の通話情報をもれなく記録するためには

連動性が必要となる｡

2.2 記 録 内 容

統的に

置の

記録された内容はそのままの状態で容易に読みとることができれ

ば,監査を行なった人も便利であるし,加入者から苦情申告があっ

た場合に納得させやすい｡

前回の装置(1)でほ記録方法としてさん孔テープを使用したが,今

回は新しくプリソタを開発し直按印字することにした｡記録すべき

情報の種類としてほ次のような事項があげられる｡加入者の通話開

始および終了の時刻,その間に加入者がダイヤルすればその番号,

度数計が回転すればその前後の指示と各通話時ごとの時刻などであ

る｡

*
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このほか多くの監査機を同時に駆動した場合記録した内待と監査

装置とを対応できるよう装置特有の記号を印字すれば便利であり,

また共同加入国線でほ被監査加入者の記録以外のものも記録される

ことほ避けられないので,その記録が無効であることを表示するこ

とができれは読取りの際に非常に便利である｡

以上の記録ほ加入一着監査,中継線監査のいかんを問わず必要であ

るが,加入者監査にあっては発信通話監査のみならず着信時の記録

もできればトラフィック調査に有益な資料となる｡

2.3 使 用 機 器

監査装置として使用する機器ほ被監査装置に使用されている機器

より高度の信頼性を必要とする｡この目的で本装置ではWAリレー

を主体とする一

ことにした｡

のクロスバ機器を使用して長寿命無障害を期する

3.装置の説明

3.1構 造

調34号略監査装置の外観を策1図,概略実 を策2図に示す｡す
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でに答電話局にある 準の継電器架にも搭 できるように4号鉄板

6枚幅に外形および攻付寸法を合わせてあるので,机上へ置いたま

までもまた機械室へ設 した状態でも使用することができる｡

左側にプリンタを実装しその右に継電渦 を最前端にランプ,キ

ー,ヒューズからなる監視盤を取付けた｡監視盤を除いてほいずれ

も着脱容易なカバーを し,総重慮ほ約20kgである｡

3.2 回 路 構 成

本装置は加入者監査および中継線監査を対象として設計したが,

内容的に相異する点は中継線監査が発着信の区別を行なわない点の

みであるので,以下加入者監査について説明する｡

機能を分類すると第3図の系統図のとおりとなる｡加入者の状態

およびダイヤルイソパルスほ本装置の右傾リレーを主体とするダイ

ヤルインパルス検山部によって検mされ,苓情報記銀部で記録され

る｡2.1項で記載したとおり本監査装置を使用したことによる被監

査回線の交換機能のPj滑,とくにダイヤルインパルスの伝送,通話

損失,線路平衡の で･∴rハ また加入者線路

が長くなり本装置への入力が極端に小さくなっても十分動作するこ

とと,加入者線路が短くなって加入者電話機と交換装㌍側のインパ

ルスリレーとの間に振動電流が流れるようなことがあっても誤動作

〟β′または

第3図 調34号略監査装置系統図
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しないよう,ダイヤルパルス検出部に考慮を払う必要がある｡相手

加入者のん㌫答時刻の 別および度数印字車の恒l転用パルスの検出ほ

メータ/くルス受信部で行い,発信時の通話終了時刻および着信時の

通話時間の検‖ほRT線に按綻する通話時間検刑部で行う｡一般加

入者を監査する場合は交換装置側でRT線とM繰をとくに区別して

いないので,監査装置でほメータ/くルス受信部のM端子はRT端

子と短絡して使用するが,共同加入者を監査する場合に限りRT端

子とM端子おのおのをRT繰とM繰へ接続する｡本装置にほ特に時

計を実装せず,確度の保証された6秒断続地気を外部から得て時刻

表示用の印字 を駆動する｡印字

に印刷が不明りょうになる

合わせ機能を付加した｡

の駆動時と印刷時が たとき

ために時刻中継部には待ち

弟4図ほ今回試作した調34号略監査装置の回路図である｡次に回

路動作の概略を説明する｡

被監査回線の加入者が受話器を上げると本装置のA,Bリレーが

動作しLリレーを動作させてLTMマグネットを励磁し,発信時刻

を印礪l｣すると同時に着信惜 記録リレーDの1叫路を切断する｡

LTMマグネットはアーマチュア2個を有するマグネットで,直流

48V電垢で直接励磁されたときはl■軒カのアーマチュアが動作して時

刻のほかに通話開始記シナも同時に記録する｡時刻と通 開始記号を

印刷するとTおよぴTAリレーが動作して印刷紙,印刷用リボンを

1歩進させ次の印刷に備える｡加入者がダイヤルするとインパルス

に応じてAリレーが動作復1日を繰り返し,AAリレーが中継して

NMマグネットを励磁する｡NMマグネットは55nの抵抗を 由し

て励磁されるときほ励磁された回数だけ印字申を回転させ,48Vで

直接励磁されたとき印字車を定位置までもどすマグネットである｡

すなわち一迅のダイヤルが終ると印字申は該当数字まで州転してお

り,Cリレーの復旧によってLNMマグネットが励磁されて印刷が

完~アサる｡次にCAリレーの復旧によってEリレーが動作し,さ

らにNMマグネットが直接直流48Vで励磁さてれ定位置までもど

る｡RON接点ほ定位置でほ親政しているが,定位躍を離れて阿転

すると閉じる接点である｡CAリレーの復旧によりCBリレーが

復l口する前に印刷紙と印刷用リボンを一歩駆動して次の印刷に備え

る｡)以上の[lj刷および駆動はすべてダイヤルインパルスのミニマム

ポーズの間に完了するよう考慮されてあり,

るす用～てし倒を
○座

す屯一小Zを3

一般加入者の監査ではM端子の布線を省磯し,RT端子

またわ監視†這号鮭改造用品へ布線する｡

査 装 置 回 路 図
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するダイ

ヤルパルスほすべて同様の過程で印刷が行われる｡

川手加入者が応答したとき,または市外通話の

は行通話時のはじめに,交換装置の加入者度数計瑞

算用メータパルスがRT端子に加わるので,本装田

でほGリレーが動作し,ついでHリレー,Lリレ

ーを動作させてLTMマグネットを励磁し,その

時の時刻を記録する｡このときはすでにRAリレー

が動作しているので,LTMマグネットは100n

を維山して励磁されることになり の記録で

通話開始記号を印刷しない｡Hリレーほ約 500ms

の遮緩復旧時間をもたせるようR8CoClが定めてあ

るので,市外通

が断綻動作をしても,Hリレーは動作を継続しメー

タパルスが完全にやんだことを確認して復旧し,そ

のときの度数指示を記録する｡通 が終了し加入者

が受話器を切ると,交換装置側のRT緑地気がなく

なるので,本装置のRリレーが復旧しLリレーを動

作させて終

着信通

時刻の印刷を行う｡

の記録ほRリレーの動作によりLリレ

ーを動作させ,LTMマグネットを直接励磁して通

話開始時刻を記録し,以後Dリレーを動作させ,終
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第5図 印刷紙への記録内容例

話の際にはRリレーの復【HしたことによりIi】:度Lリ

てLTMマグネットを100fl系糾]で励磁して通謂

レーを動作させ

了時刻を記録す

る｡しかし,この際ほA,Bリレーが動作しないのでLGMマグネ

ットが励磁されることがなく度数印字車の指示が｢lj刷されないのが

特長である｡

共同力口入者回線を監査する場合,被監査加入者でない加入者が発

信したことによる記録は加入者がダイヤルを回すまでほ識別ができ

ないので,通 開始時刻印刷後ダイヤル番号記録時に被監査加入者

の記録でないことを 示することとした｡すなわちダイヤル解り▲の

そばに無効記号Ⅹを印刷する｡これを一例について説明すると共同

加入者回線の叩加入者を監査するときは,Pリレーの動作により

LNMマグネットの動作時に常時100nがそう入され,一般の加入

者を監 しているときの記録と変らずⅩ記片は¶用l｣されないが,Z

加入者が発信した場合にはPリレーが動作しないので,LNMマグ

ネットは直接直流48Vで励磁されて番号のみならずⅩ印も.甘録す

る｡

すべての記録ほ次に行うべき記録との間に時間的余裕をもた

せ,記録が重複したり誤記銀となることがなないように考慮されて

ある｡しかし終 時の記録は加入者カ 交換装置が復旧

してから監査装置がその記録を終り復旧して次の印刷に移るまで

に,約0.2秒程度の時間を必要とするので,この間に発信した呼に

対するガードが必要となる｡本装筐ほZリレーにより完全に復旧し

ないうちに発信した通話に対しては通話開始時刻の記録を待ち合わ

せて印刷をし,誤記銀とならないよう考慮した｡また6秒断続地気

の中継も同様でⅤⅠリレーが動作しⅤIAリレーを補助リレーとし

てTMマグネットを励磁するが,印字申の回転中に時刻印刷が行わ

き仝

I州j 第43巻 第2号

れて不別りょうな印刷となることを避けるために,L,T,TA,

ⅤⅠ,ⅤIAの脊リレーからなる待ち合わせ機能を考慮した｡

3.3 記録内容の例

印刷紙はプリンタの前面からf_uてくるがそのままの状態で読み取

りができるよう下から上へ記録される｡1回の通話の間に記録され

た内矧ま通言利用始記弓･(∠｣)と次の通話開始記一別こよって区別す

るし.第5図に′Jミされた記録紙のうちで一例として自動即時発信呼の

場合を説明する｡この記録では監査機｢d｣を使用している｡午前

11時30分48秒に受話器をあげて05677654の市外番号をダイヤルし

川手が11時31分54秒に応答している｡相手の応答により度数印字串

は1通話分の3Ⅰ甘塩算を行い指示ほ127となった｡さらに3分経過

してもなお通話を続有しているので,11 34分54秒にはさらに3

l■り登算をおこなって度数印や坤の指ホは130となった｡その後11時

36分12秒に終謂している〔,

3.4 操 作 説 明

3.ム1交換装置への接続

本装置の-L,+L,RT,Mの各端子ほMDF,IDF,TDF

またほ装雀端子板の対応する端子と接続する｡共同加入者を監査

するとき以外はM端丁の接続ほ行わず,RT端子と短絡する｡

FA,RI,SEの許警報用満子は列監視信ぺ▲ 置の該当端子へ接続

し,P.0警視m職丁ほとくに必要ある場合を除いてほRLSE端子

へ餌給するシ6′′INTほ断続地気′電源へ接続する(｡BおよぴG端

子へほおのおの-･48Vおよび地気の配椀を行う｡

3.4.2 プリンタの設定

プリンタについてほ4項に詳細記職のとおりであるが印刷紙,

｢r川川jリボンを取付け,キーによる時刻の調整,

定を行うu

3,4.3 監 視 盤

別用文字の設

装閏の最右端にはランプ,キー,ヒューズからなる監視鹿が攻

付けられ,吾種て古筆報の表ホを行うと川時に収叔い操作の便をはか

っている.-ノ

ラノブはBIノ(.紳い表′J二),RIJSE=夏‖]監視),P.0(紙終端監

視),FA(ヒューズ斯監視)の4脚でキーはMB(メークビジ),

PT(共Ⅰ■~り加】入),PS(紙送り),TMA(時刻調盛),TMB(時

刻徴糾調整)の5仰である′｣

ん プ リ ン タ

4.1構 造

プリソタほ′J､形,軽量で前述の仕様を満足するのに十分な精度を

必要とし,l=ば各上の要求に応じて迅

ればならない｡

運動し記録するものでなけ

第る図にプリンタの外観,第1表に構造､J一法および重量を示す｡

プリンタの構成l勺揮ほ次の.Ⅶ分よりなり,それらの配繹は弟7図

にホす｡

(1)

(2)

(3)

(4)

時Ⅰ用衣ノ｣ミ印字申約立て

度数および餃呼者蘇り･印字串組立て

印刷レバー組立て

打撃マグネット組立て

第1表 プリ ン
_タ ニ構造 寸 法

＼!む

奥

重

140Ⅱlm

185mm

216mm

4.6kg
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(♂)月イ 断面図

リ ン タ 内 部 の 配.置

(5)紙テープ･ガイド組立て

(6)リボンおよび紙送り機構部組立て

4.2 機 能

印刷用紙テープは弟7図(b)PMマグネットの駆動によりl坤転す

るローラRlとこれを加圧するローラR2の聞から押=され,マグネ

ットの駆動が止めば所定の位拉封こ停止する｡この際印刷文小甘嬬㍊

することのないよう,駆励ローラのい小転ピッチ,加比ローラのu三力,

テープ張力付けローラなどに考慮を払った｡

RMマグネットは印刷リボン駆動川で前.記PMマグネットと同湖

して動く｡RMマグネットにより駆動されるリボンはテープの運動

方向と直角に印字車と紙テープの中間を移動する｡テープおよびリ

ボンの運動が停止すると,舞7図(d)LTM,LGM,IノNMのマ

定[

/(ノ

奉養三富二奮二束シ芭フナ工､リト
草

歯

歯

ム

＼/♂進

〝進歯車 〟延歯腕/♂延

るれ

3
≠

9｡＼

印字幸

田∈r/

7 5ノ
文字

窮8同 時間表示印字革紐立

グネットが励磁され,所要のレバーを上カに打撃してテ

ープに印刷がなされる｡なおこれら印刷レバー打 用マ

グネッ113個のうちLTMとLNMほ,いずれもマグネ

ソトコイルは1個であるが,異なる 流値で感動するそ

れぞれ2仰のアーマチュアを有し,2段打ちのできる特

殊な磯村鍾こなっている｡これにより,本来ならば4個の

マグネットを必要とするところを2個で兼用し,構造の

簡素化とスペースの節約をはかっている｡

時間 ホ印字車および度数印字車は,度数計とほぼ同

じ機構で駆動されるが,時間 示印字申において,途中

10歩進11坤転から12歩進1回転の印字単に切換わる点が

異なる｡

被呼名礪ぺ･印字車の駆動は以上の枚椚といくぶん異な

り,1仰の印字卓とその駆動機構により,ダイヤル数字

ごとに回転歩進,印刷復旧および紙送りを繰返し,一連

のダイヤル数!･上:を紙テープの進行方向に印刷する｡この

際そのつど行われる歩進と復旧は周囲(a)NMのマグ

ネット1佃で行われるのが特長である｡ここでもマグネ

ット1個の節約をはかっている｡

紙テープは同園(C)に示すとおり後部に取付けられ

た紙テープ巻ボビンから送り山されテープ･テンショソ

付ローラを通過して進行する｡なお紙テープがある程度

以下に減少すると巻厚の変化によりプリンタ内部に設置された接点

の聞成でランプが瓜火され,テープの収替え時期の指示を与える｡

概略以上の機能を繰返し,紙テープに所要の印刷が行われる｡

4.3 設 計 基 準

ん3.1時間表示印字車組立

本印字巾ほ電気時計と 劫する6秒インターにより秒印字車が

6秒ごとに駆動され,逐次,分,時の印字車へⅠ可転が伝達される

が,途し1一切ゝら12歩進11動転の印字申へ移行する｡この場合通常

雨中の変速により2軸ないし3軸を用いて伝 することができる

が,スペースの節約,機構の簡素化を目標として,これら中間

速機 を省略し,印字車およびピニオンを2本のシャフトのみで

まったく共通に駆動できるよう考慮した｡そのほかの点に関して
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印字垂ストノノヾ

はほとんど度数計のメカニズムそのままを採用している｡以上の

関係を図示すれば弟8図のようになる｡

なお10進車(10歩進1回転印字車)につけられた12進歯腕ほ1

ピッチ1/10回転で,12進申(12歩進1恒1転印字卓)につけられた

12進歯車ほ1ピッチ1.′′′12｢自1転でなければならぬため,10進車のい_■l

転角のほうが大になる｡しかし第9図に示すとおり,被駆動車が

1/12回転するとそれにかみ合っているピニオンは10進中側歯腕の

ディスク部により固定され,駆動10進車が1′′′12回転以降1ステッ

プ(1/10回転)完成までに要する動きと無関係になり,被駆動12進

車を精確に1′/ユ2伺転させることができる｡

以上の関係ほ10進車から12進申への伝達であり,その逆にス

テップの多い駆動車,たとえば12進申からステップの少ない被駆

動申,たとえば10進車へ同様の操作で駆動されないことほ注意を

要する点である｡なお分を表示する2けた臼の印字車ほ0～5の

6数字を必要とするにすぎないが,これを印字中表両に2r■傾返

して12進とし,時間 示の12進と---･致せしめて伝 を育J能ならし

めてある｡同様に午前,午後の表示は2数字を必要とするに過ぎ

ないが1印字車中61リ1操返しとして12進にしてある｡

4.3.2 度数印字車組立

本印字車は3数字よりなり,すべて10歩進で回転するため,ま

ったく度数計のメカニズムと同じである｡なお木組立ほ,次に述

べる被呼者番片印字単組立てと仕切板を境として共通のフレーム

に取付けられている｡

4･3.3 被呼者番号印字章組立

本組立ほ1偶の回転印字卓と,固定の印字ブロックよりなり,

前者によりダイヤルに応じた被呼者番号を逐次印刷位置まで川転

させ,テープの移動方向に縦に印刷し,後者により被呼老が共同

加入に属する場合の 別マークを印刷する｡これらの印刷結果は

弟5図に示すとおりである｡

回転印字車の駆動機構ほ,第10図に示す1個のマグネットで

回転と復旧の両機能を満足せしめるため,コアに対向したA,B

2個のアーマチュアにより行われるのが特長である｡Bアーマチ

ユアに,レスタスプリングの 力と磁気回路の短絡を適当に加減

し,Aアーマチュアに比べてほぼ2倍の 流値で感動するように

調節されている｡

歩進の場創も 同図Aアーマチュアのみの感動に必要な電流で

Aアーマチュアが動作し,その後電流

串を矢印の方向に回転させる｡

断による復旧過程で印字

印字車を復旧させる場合は,Aアーマチュア感動のほぼ倍
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第11図 ダイヤル印字碑諸ノ亡の関係図

を供給し,A,B両アーマチュアを同時に感動せしめ,これと退

けいしたポールとラチェット･ストップを同時にラチェット･ホ

イールから引離し,印字市河転シャフトと同心のコイルスプリン

グの復元力で｢lj字卓を復旧する｡電流が 断されるとA,B両ア

ーマチュアほ復旧し,Aアーマチュアにより印字車を1歩進させ,
Bアーマチュアによりラチェット･ストップをラチェット･ホイ

ールにかみ合わせ,ホームポジショソにもどる｡

以上の動作をダイヤルごとに行う必要があるので,印字車の複

11｣時間が問題になる｡すなわちミニマム･ポーズの間には印刷の

ためのレバー打撃時間を含め,十分な安全率で復旧を完了しなけ

ればならないで,印字車の質境,コイルスプリングのテンショソ

などを適当に選ぶことが必要になってくる｡

以下本設計上の時間閥係を,復旧時間最大のダイヤル数字ゼロ

を囲わした場斜こつき示す｡なおこれら諸元の関係は策11図の

ようになる｡

+如=0

ここに J

主･

境界条件:

印字申の慣性モーメソト(0.0248g･Cm･S2)

コイルスプリングのバネ･トルク常数

(5.63g･Cm/rad)

コイルスプリングのトルクがゼロからの回転角

(rad)

f=0のとき β=〝0+〝1

(3)
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第12図 印 柄 部

ここに β0:コイルスプリングのトルクがゼロから印字車スト

ッパまでの回転角 (言方rad)
♂1:印字車ストッパの位置からゼロダイヤルまでのしl_11

転角(昔汀rad)
(1)式と境界条件(2),(3)式より,〝=伊0に復旧するまでの

時間flは(4)式で表わされる｡

リ‥′γ

｡｡S-しJo__､_β0+β1 ‥(4)

(4)式に本設計上の諸元を代入しゼロダイヤルからの復忙l時間

を求めると

≠1=J
9･鱒c｡S-1
5.63

二0,056s

になる｡すなわち復旧時間には56msを必要とするが,これはミ

ニマムポーズ600msに対し印刷時間を含めてもなお十分に余裕

のある時間である｡

⊥3.4 印刷レバー組立

印刷レバーはその先端に印刷ゴムを有し,プリンタで直接外部

へ文字の表現をするため特に重要な部分である｡レバー,印刷ゴ

ムおよび打 位置の関係を弟12図に示す｡印刷文字を鮮明にす

るためにほ,次の 点を考慮することが必要である｡

(1) ゴムの硬度が比較的大であること｡

(2)打撃マグネットの力が十分に大きいこと｡

(3)印字の大きさ,および印字幅が比較的小であること｡

(4)紙テープは良質で比較的

4.3.5 印刷用マグネット

いこと｡

前項に述べたとおi),本マグネットほ印刷文字を鮮明にするた

め十分な力を必要とする｡また口的により前述の2段動作マグネ

ットの原押を利用し,1個のマグネットに2個のアーマチュアが

対向し,それぞれ異なる電流値で感動するようになっている｡そ

のため低いほうの電流値でほAアーマチュアに関連のあるレバー

のみ動き,倍 流によりA,B両アーマチュアに関 するすべて

のレバーが動作する｡

なお本アーマチュアにより印刷レバーを打撃する箇所にほナイ

ロン棒を使用し,衝執しゅう動による摩耗の緩和を計っている｡

4.3.d リボン送り機構

リボンは印字文字を常に 明に保ち,長時間板称えなしに使用

できることが望ましい｡このため後述する紙テープ送りと

て動作し,印刷が行われるたびに移動し,リボンの同一箇所カ

統して打たれることのないよう平均ピッチ 4.52mmに設計して
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(∂)裏面図
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甲
･･､､

l
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β′ギヤ支持版
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βリール回転用ギヤ

常日寺右するトルク方向

ある｡次に

♂ギヤ

ll~リ

㊤
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βリール回転用ギヤ

回転ストッバ

ストソノぬずん

〆/

Aリール回転用

ガイドローラ
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逆回転用コイルスアノング

β■ギヤ支持頒

朋一断面図

第13岡 リボン送り逆回転機構部

時間の使用のためには2個のリボン･リールが交互

に自動的な反転を行い,リボン自体の るまで使用できる

よう逆1~百1転自在の機構を石している｡本機構を弟13図に示す｡

まず最初0′のアイドル･ギヤがAリボン･リール回転用ギヤ

にかみ合っているとする｡リボン送りマグネット(RM)の駆動に

より,メーン･ギヤ0が回転し,アイドル･ギヤ0/を介してAリ

ールが担l転し,リボンは矢印の方向に移動し,Aリールに巻放ら

れる｡Aリールのリボン面上にほ,中央レバーに取付けられたロ

ーラが常時加圧しており,巻振られるリボン厚みが増すにつれて

申火レバーが左(舞13図(a))に移動する｡この中央レバーは,コ

イルスプリングを介して0′ギヤ支持板に けいされ,本レバーが

コイルスプリングに力をたくわえながら十分左へ移動して逝｢自l転

､=摘まで0′ギヤをAリボンリール回転用ギヤと結合せしめてお

く｡逆回転の時にほ中央レバーと一体に回転する回転ストッパは

ずし素手により,1‖1転ストッパが移動し,その先端みぞにかん合し

ているストッパがはずれて自由となり,それまでコイルスプリン

グにたくわえられた力によりアイドル･ギヤを瞬時に回転せしめ

てBリールい_ti転用ギヤにかみ合わせ,リボンほ点線の矢印方向に

反転して移動を開始する｡なお反転が完成したときAリール側の

川転ストリバは,これをつり上げているスプリングにより上に移

動し,ストッパの端都みぞとかん介してアイドル･ギヤをBリー

ル回転用ギヤと次の逆転までかみ合を継続せしめる｡

なおリボンの移動には,4偶のガイド･ローラを用い,正しく

抑~ナ:車の下面を通るように規定している｡

4.3.7 紙テープ送り

印刷用紙テープほプリンタ前部に配置された4個のローラによ

り駆動される｡弟7図および弟14図に示す~F部ローラは駆動用,

上部ローラは加圧被駆動用で,これらのローラにはさまれた紙テ

ープほ,後部に取付けられ自由に回転する紙巻ボビンから送り出

され, るまぬよう適当に張力の付けられたロー

ラの問を通り,テープガイドに従って駆動用ローラの回転ピッチ

に等しく進行する｡

紙テープ送りで般も重要な駆動および加圧ローラは,ステンレ

スシャフトの._卜にゴムカバーを有し,テープがすべらず正確なピ

ッチで送り出されるよう考慮されている｡
4.3.8 プリンタ用カバー

プリンタ全面をおおい,防じんおよび紙テープ切断の役割を呆

している｡なおプリ の部内タン 細が明 らかになるよう,カバー
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第16固 入力インピーダンス特性

には透明有機ガラスの板を取付け,さらに前部にはテープ送山し

のスリットを設け,紙切断を容易にするため___卜側の有機ガラスを

ナイフエッジにしてある｡

5.試 験 成 績

本品は日本電信電話公社へ納入し総合的な実用試験が行われる

が,納入に先立って社内の壬

むこ記載する｡

5.1動作諸特性

似試験回路で測定した苓程データを次

5.1.1被監査回線のインパルスひずみ

監査装置をそう入したことによる交換 置側のインパルスひず

みは舞15図の測定結果のとおりであり,交換 置としては1号

Aセレクタ,1号Fコンネクタの二通りの場合をAリレーのメー

ク接点で測定し,加入者線路としては0,貼mm擬似ケーブルを使

用した｡インパルス送出源はスピード10IMP/s メークレシオ

33%の 詔機等価回路である｡

5.l.2 入力インピーダンス特性

被監査回線の通話損失を少なくするためにほ入力インピーダン

スの高いことが望ましく,本装置についての測定結果ほ舞1る図

のとおりで通話損失はほとんど問題にならない｡

5.】.3 インパルス動作限界

本装置のイン′くルスによる動作限界は弟17囲および舞柑図

芭 β♂

.
‥
･
.

∴
･

1

形

〃

〃

卯

､

､

第2号

､､

､
､

=

舛セルインパルスのスピードr吻カ)

第17図 シャント抵抗15k･nによる動作限界
へ
ミ
剋
ヘ
ー
ヽ
S
K
上
｢
ン
｢
∴
ヽ
上
本
ヽ
≠

l､

､

∴

､
∴ ∴ご

タイヤルインノrルスのスピード｢吻カ)

第18図 ループ抵抗1,300nによる動作限界
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第19図 ダイヤル/くルス検出部のインパルスひずみ

第2表 被呼番号印字車の復旧時間

のとおりで一般のA形甘勤交換装置よりほるかに広い動作範囲を

有する｡この動作限界に泊二接影響を与えるのほ抵抗,塞流線輪,
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第3表 プリ ン タ に 使 用 さ れ る ツネグ

‥
･

動作のト

コンデンサ,有権リレーAおよびAAリレーからなるダイヤルパ

ルス検川部のイン㌧パルス中継相性であるが,本装ii■そ呈の中継特性は

弟19図のとおりでひずみの少ないのが特長である｡

5･1･4 被呼番号印刷時間の限界

ダイヤルされた番号ほそのミニマムポーズの間に印字し,定位

置に復旧して次の印刷に備えなくてほならない｡このためには被

呼番号印字車の矧日時間が十分早いことが要

NM

される｡舞2表は

磁石が直接48Vで励磁され始めてから完全に定位眉へも

どるまでの復旧時間測定結果であり,CおよびCAリレーの復旧

時間,約180msを加

さいことが知られる｡

こしてもミニマムポーズの時間より十分小

なお4･3･3項に示したダイヤルゼロを行った場合の計算上の復

旧時間56msに対し比較的長時間を要することは,回転機構部の

その他の影響とノ蕊われる｡

5■】･5 プリンタのマグネット特性

プリンタに内蔵されている8個のマグネットの作動相性を舞3

表に示す｡

5.2 寿命試験結果

琵の寿命試験は,新設計によるプリンタの諸動作保証の意味

で,納入に先立ちとりあえず5万通話相当を行い,その結果ほとん

特許第257481号

特 性

ど異常なく満足に稼動しうることがわかった｡

る.柘 言

前述したように略監査装置は加入者度数計の監

317

作動時間測定条件

DC 48V

ただし

*100出血列
岬

55出直列

④ Aアーマチュア

(診 Bア【マチュア

を行い料金に関

する苦惜処理を行うことを主目的とするが,そのほかの電話交換上

の諸問題,とくに各回線のトラフィック交流状況を観測する用途に

も使用される｡したがって記録は整理しやすい内容のものを必要と

されるのはもちろんであるが,任点の台数の 置を一局へ集中また

は分散可能なように小形軽量,堅ろうで確実な動作を必要とし,局

間中継線を使用して他局の加入者の監 もできるものであることが

望ましい｡この繰に沿って今回試作した調34号略監査装置は一応初

期の｢l的を達成することができたが,近く開始される各

用試験の結果と,社内における

を進めてゆく予定である｡

局の商

命試験の結果をまってさらに検討

没後に本装置の試作に終始ご指導をいただいた日本

保全局市内機械

信電話公社

池谷氏,技師長室石川氏,村漱氏,栗田氏に厚く

感謝の意を表する｡
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特 許 の 紹 介

限 時 動 作 油 入 制

抽入制動岩誌の限時特性は周囲温度の変化に伴う容紬の粘度の変化

により変化する｡たとえば混度が高く油の粘度が低いときは根暗ほ

短縮され,反対に温度が低く油の粘度が■■射､ときは限時ほ所定以上

に延びる傾向がある｡

この発明は,温度変化に伴う油の粘度の変化にかかわらず,動作

限時を所定値に保とうとするもので,たとえば図に示すシリンダを

軟鋼製とし,ピストンを真鍋製としたことが特長である｡真鈴の膨

脹係数は軟鋼のそれよりも大であるから,シリンダとビストソとの

温度変化に伴う伸縮による細隙の変化は,温度の変化に伴う油の粘

度の変化にほぼ比例し,高温となり池の粘度が小となれば細隙は縮

少し,低温となり油の粘度が大となれほ細隙ほ拡大される｡ゆえに

ピストンロッドに荷重Pが加えられ,ピストンがLだけ下動するに

要する時間を,周囲温度の変化にかかわらず常に一定値とし,抽入

制動器に所要の動作限時をもたせることができる｡

(滑 川)
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